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これまでの風洞試験結果と飛行経路解析の結果，GG-ATR エンジンと M2011 空力形状の組合せ










             
   
(a) 元の M2011Nose-C 空力形状．     (b) エリアルールによって修正された空力形状． 


















洞試験を実施した．併せて，NASA で開発された造波抗力計算プログラム WAVEDRAG を使用
し造波抗力を推算した．造波抗力解析における模型形態条件は表１の 15 通りである．JAXA/ISAS
における遷音速風試の模型形態条件は，各種制約から Case No. 5 のみである． 
















Case No. エリアルール Nose バルジ フィレット 翼前方移動 備考 
1 ○ ☓ ☓ ☓  
2 ☓ ☓ ○ ☓  
3 ○ ☓ ○ ☓  
4 ☓ A ☓ ☓  
5/8 ○ A ☓ ☓/○ 
JAXA/ISAS 遷音速
風試は Case No. 5 の
み 
6 ☓ A ○ ☓  
7/9 ○ A ○ ☓/○  
10 ☓ B ☓ ☓  
11/14 ○ B ☓ ☓/○  
12 ☓ B ○ ☓  
13/15 ○ B ○ ☓/○  
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